
●宮崎県の公立高校入試は，推薦選抜・一般選抜があります。

●出願は，原則１校１学科（１コース）に限ります。
ただし，一般選抜において，学科を２以上置く高校においては，原則として第２志

望・第３志望まで志願することができます。その際，普通科内に設置する探究科学コー
ス及び文理科学コースは，普通科と別の学科として扱われます。
普通科系専門学科を志望する場合は，他校を含む普通科･みらい探究科･探究科学コー
ス･文理科学コースを第２志望にできます。その他，特定の学校・学科・コースで個別
のルールがありますので事前に確認しておきましょう。

宮崎県 公立高校の入試制度

選抜概要

☆ 自己推薦方式 ☆
●推薦選抜の出願資格は以下の通りです。
・当該校への進学を希望し，かつ卒業後の進路希望とも照らして，当該校（学科・

コース）への進学が適当と認められる者
・意志が強固で当該校における教育課程の履修等，学校生活に適応していくことが

できる者
・推薦入学要項における，該当校が示す推薦要件を満たす者

●募集人員の割合は10％～50％までの範囲内で各学校が定める。

●学力検査，適性検査，自己推薦書・調査書を資料とし，総合的に判定して行う。

・学力検査…国語・数学・英語から学校･学科ごとに教科を指定して行い，傾斜配点を
用いる場合がある。ただし，学力検査を行わない場合もある。学力検査を行わない場合
は適性検査を行う。

・適性検査…面接・小論文・作文・実技・学校独自から，各学校の特色に応じて実施す
る。適性検査を行わない場合は，学力検査を行う。

また，宮崎県競技力強化指定校の指定部，及び国民スポーツ大会に向け強化を推進する
部活動等を対象とするスポーツ推薦があり，出願資格は以下の通りとなります。

・都道府県の代表として全国大会やそれに準ずる大会に出場した実績のある者
・入学後，指定部活動等の競技者として入部し，取り組む意志のある者

推薦選抜
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一般選抜推薦選抜

2/16(月)～18(水)1/22(木)～26(月)出願期間

2/20(金)・24(火)－志望変更期間

3/4(水)・5(木)2/4(水)入試日

3/17(火)2/12(木)合格発表日



●選抜資料

①学力検査…国語・数学・理科・社会・外国語（各50分・各100点）
※各学校や学科の特色に応じて傾斜配点を行うことがある。

傾斜配点を行うのは２教科以内とし，各教科配点の1.5倍までとする。

②面接…全員に実施する。

③調査書等
体育コース受検者については適性検査も実施されます。
詳細については，試験当日に掲示され，９：00以降に特設サイトに掲示されます。

・上記の資料を用いて，総合的に判定して選抜を行います。

＜二次募集＞

●県立高校に合格していない者を対象とした選抜です。
全日制においては，推薦や一般と同じく，原則１校１学科（１コース）の出願

に限ります。学科を２以上置く高校においては，第２志望・第３志望まで志願する
ことが出来ます。

選抜の検査方法や内容は，各学校により決定されます。

一般選抜

●全国からの出願を認める学校・学科

教育委員会の指定する学校・学科においては，全国からの出願が認められており，
募集人員は募集定員の20％以内となっています。ただし（一般選抜において）一家転住による
志願者についてはこの限りではありません。

対象学校・学科は以下の通りです。

・飯野高校（推薦･一般計） みらい探究科16名，生活文化科８名
・高鍋農業（推薦･一般計） 園芸科学科8名，畜産科学科8名
・高千穂 （推薦･一般計） 普通科16名，生産流通科8名，情報ソリューション科8名
・宮崎海洋（推薦･一般計） 海洋科学科24名

●主な調査書の内容

①学習の記録Ⅰ
・第３学年の観点別学習状況及び評定は12月末日までの成績が反映されます。

②学習の記録Ⅱ
・「総合的な学習の時間の記録」は学習活動及び評価の観点を記載した上で，それらの観点の
うち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合などに，その特徴や生徒にどのような力が身に
付いたのかを文章で記入されます。

③総合所見及び指導上参考となる諸事項
・「部活動等」は部活動等における大会やコンクールなどへの参加及び実績や受賞歴，「奉仕
活動等」は学校内外における奉仕活動等及び表彰を受けた行為や活動等，「資格・特技等」に
は，取得資格や検定等についての級や段位等，主なものが具体的に記入されます。

特記事項

※詳細は教育委員会の資料でご確認ください。


